
2 1
No.201

2014

■ 和の風 第十二章 真壁のひなまつり

　 ２月４日（火）〜３月３日（月）

■ 高齢者叙勲の受章／桜川市職員の人事異動を発令／

　 パブリックコメントの実施結果

■ 新中核病院 情報／桜川市高齢者見守りネットワーク事業

　 新たに 17 事業所と協定締結

■ 桜川市消防団 出初式／桜川市はたちの集い

■ 市民が主役のまちづくり vol.25

■ 県民駅伝競走大会で桜川市が健闘

広 報

さくらがわ
Public Relations Magazine Sakuragawa

伝統とおもてなしのまちづくり
真壁のひなまつり 開催 ２月４日〜３月３日



さくらがわ　2014.2.1さくらがわ　2014.2.1

平
成
17
年

第
三
章

平
成
18
年

第
四
章

平
成
25
年

第
十
一
章

平
成
26
年

第
十
二
章

平
成
23
年

第
九
章

平
成
24
年

第
十
章

平
成
21
年

第
七
章

平
成
22
年

第
八
章

平
成
19
年

第
五
章

平
成
20
年

第
六
章

■
今
年
で
12
年
目
を
迎
え
る
「
真
壁
の
ひ
な
ま

つ
り
」
の
歴
代
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

第
１
回
目
と
第
２
回
目
の
ポ
ス
タ
ー
は
作
成

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
３
回
目
を
迎
え
た
と
き
、

真
壁
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
版
画
で
作
り
、

こ
れ
が
最
初
の
ポ
ス
タ
ー
で
す
。
以
来
、
市
民

の
方
や
大
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な

ポ
ス
タ
ー
が
多

く
登
場
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
思
い
出
の
ポ

ス
タ
ー
で
す
。

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
へ

行
こ
う
！

巡
回
バ
ス
〝
和
の
風
号
〟

■
運
行
区
間
／
岩
瀬
駅
～
真
壁
体

育
館

■
運
行
日
／
２
月
15
日
（
土
）
・
16

日
（
日
）、
22
日
（
土
）
～
３
月
３
日

（
月
）

■
料
金

・�

大
人
（
中
学
生
以
上
）
／
片
道

５
０
０
円
、
往
復
１
０
０
０
円

・�

子
ど
も
（
小
学
生
）
／
片
道

２
５
０
円
、
往
復
５
０
０
円

※
幼
児
は
無
料

車
両
通
行
止
め

　

「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
の
開
催

に
あ
た
り
、
開
催
期
間
中
混
雑
の

予
想
さ
れ
る
日
時
に
会
場
と
な
る

真
壁
市
街
地
の
車
両
通
行
止
め
を

実
施
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
日
時
／
２
月
15
日
（
土
）
・
16
日

（
日
）
・
22
日
（
土
）
・
23
日
（
日
）
・

３
月
１
日
（
土
）
・
２
日
（
日
）、
10

時
30
分
～
15
時
30
分

■
車
両
通
行
止
め
区
間

■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎

０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
、

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
） 真壁体育館発⇒雨引観音⇒岩瀬駅着

１０：４５

１１：３５

１２：４５

１３：３５

１４：３５

１５：５５

１６：３５

１２：２５

１３：１５

１４：１５

１５：３５

※１６：１５

１０：１０

１１：００

１２：１０

１３：００

１４：００

１５：２０

１６：００

岩瀬駅発⇒真壁体育館着
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１０：３０
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和
の
風 
第
十
二
章

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り

２
月
４
日
（
火
）
～
３
月
３
日
（
月
）

■
和
の
風 

第
十
二
章「
真
壁
の
ひ

な
ま
つ
り
」

　

平
成
15
年
２
月
に
は
じ
ま
っ
た

「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」
は
、
今
年

で
12
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
、
第
１
回
目
の
ひ

な
ま
つ
り
の
模
様
が
、
当
時
の
広

報
「
ま
か
べ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ま
ち
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に 

～
蔵

の
街
・
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
～ 

真
壁
の
古
き
よ
き
街
並
み
の
中

に
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
平
成
ま

で
の
お
雛
様
約
40
点
が
展
示
さ
れ

て
い
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
こ

の
ひ
な
ま
つ
り
は
、
昨
年
12
月
、

真
壁
の
街
並
み
を
好
き
な
人
た
ち

が
集
い
「
寒
い
中
、
真
壁
に
来
て

く
れ
る
人
た
ち
を
も
て
な
そ
う
。」

と
話
し
合
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

呼
び
か
け
て
実
現
し
た
も
の
で

す
。
実
際
に
町
中
を
歩
く
と
色
鮮

や
か
な
お
雛
様
が
目
を
惹
き
、
ま

さ
に
「
ま
ち
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」。
陰
で
支
え
た
皆
さ
ん
が
ひ

と
つ
に
な
り
、
す
て
き
な
ひ
な
ま

つ
り
を
創
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の

ひ
な
ま
つ
り
は
、
３
月
３
日
ま
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

の
貴
重
な
お
雛
様
も
あ
り
ま
す
の

で
、
見
学
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
。】
こ
の
第
１
回
目
に
は
、
約

１
万
４
千
人
の
方
が
訪
れ
、
大
変
、

好
評
を
博
し
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
商
家
や
民
家
約

40
軒
で
は
じ
ま
っ
た
「
真
壁
の
ひ

な
ま
つ
り
」
も
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
賑
い
を
見
せ
、
今
で
は
、
約

１
６
０
軒
の
家
々
に
雛
人
形
が
飾

ら
れ
、
訪
れ
る
方
も
10
万
人
を
超

え
る
な
ど
、
茨
城
県
の
早
春
を
代

表
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
ま
で
成
長
し

ま
し
た
。

■
真
壁
地
区
の
町
並
み
保
存

　

こ
こ
で
、
そ
の
会
場
と
な
る
「
真

壁
地
区
の
町
並
み
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
昭
和
50
年
代
、
町
並
み
の

見
世
蔵
や
土
蔵
の
取
り
壊
し
が
目

立
ち
始
め
ま
し
た
。
平
成
に
入
っ

て
、
専
門
家
が
町
並
み
の
調
査
を

開
始
。
平
成
５
年
に
、
地
域
有
志

の
皆
さ
ん
が
、
真
壁
地
区
に
残
る

歴
史
的
な
建
造
物
を
保
存
し
後
世

に
伝
え
た
い
と
、
町
並
み
保
存
団

体
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
に
は
、
旧
真
壁
町
が

国
の
登
録
文
化
財
制
度
へ
の
取
組

み
を
開
始
し
、
平
成
17
年
ま
で
に

１
０
４
棟
が
登
録
さ
れ
る
な
ど
、

内
外
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

平
成
13
年
に
は
、
そ
の
建
造
物
の

所
有
者
を
中
心
に
、
保
存
へ
の
課

題
検
討
を
行
う
団
体
や
登
録
文
化

財
の
見
学
者
へ
案
内
・
説
明
を
行

う
、
街
並
み
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
15
年
に
「
真
壁
の
ひ
な
ま
つ

り
」
が
は
じ
ま
る
と
、
真
壁
地
区

の
町
並
み
へ
の
注
目
度
が
高
ま
り

を
見
せ
、
旧
真
壁
町
が
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
対
策
調
査
を
開
始
し

ま
し
た
。

■
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定

　

そ
の
後
、
平
成
17
年
の
町
村
合

併
を
経
て
、
平
成
21
年
に
桜
川
市

が
都
市
計
画
と
し
て
「
桜
川
市
真

壁
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

を
決
定
。
そ
し
て
、
平
成
22
年
４

月
に
国
の
文
化
審
議
会
が
、
同
保

存
地
区
を
国
の
「
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
」
に
選
定
す
る

よ
う
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
。
結

果
、
同
年
６
月
に
全
国
で
87
番
目
・

関
東
で
は
４
番
目
・
茨
城
県
で
は

初
の
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
伝
統
と
お
も
て
な
し
の
町
づ
く

り
　

今
年
も
、
２
月
４
日（
火
）
～
３

月
３
日
（
月
）
を
会
期
に
「
和
の
風�

第
十
二
章�

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
域
有
志
の

皆
さ
ん
が
、
歴
史
的
建
造
物
を
後

世
に
伝
え
よ
う
と
、
町
並
み
保
存

団
体
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
21
年
。

長
年
に
わ
た
る
地
域
の
皆
さ
ん
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
、
伝
統
と

お
も
て
な
し
の
町
づ
く
り
を
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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大
おおやま

山　茂
しげる

 さん
元 明野町立村田小学校長
（88 歳・真壁町亀熊地区）

◆
瑞ず

い
ほ
う宝
双そ

う
こ
う
し
ょ
う

光
章

　

太
田
さ
ん
は
、
昭
和
18
年
に
大
国
郵
便

局
に
就
職
さ
れ
、
同
42
年
に
同
郵
便
局
長

に
就
任
。
同
61
年
３
月
に
退
職
す
る
ま
で

44
年
間
、
郵
便
事
業
に
従
事
し
、
事
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
氏
は
教
育
、
交
通
・
防
犯
、

更
生
保
護
の
面
で
も
社
会
に
貢
献
し
、
現

在
は
保
護
司
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
功
労

保
護
司
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
氏
は
、「
米
寿
の
誕
生
日
を
迎
え
た

日
に
新
聞
で
受
章
を
知
り
、
喜
び
が
重
な

り
ま
し
た
。
人
生
の
一
区
切
り
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
今
回
の
受
章
は
、
同
僚
や

地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
と
家
族
の
支
え

の
賜
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」と
、
受
章

の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
山
さ
ん
は
、
昭
和
20
年
３
月
に
京け

い

城
じ
ょ
う

府ふ

南な
ん

山ざ
ん

小
学
校（
現
在
の
韓
国
ソ
ウ
ル

市
）に
教
諭
と
し
て
、
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

終
戦
後
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
、
同
23
年
８

月
に
帰
国
し
、
旧
明
野
町
立
長
讃
小
学

校
に
着
任
。
そ
の
後
、
同
61
年
３
月
に

旧
明
野
町
立
村
田
小
学
校
の
校
長
と
し

て
定
年
退
職
す
る
ま
で
、
約
40
年
に
わ

た
り
教
育
の
発
展
振
興
な
ど
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、「
今
回
の
受
章
は
、
地
域
の

皆
様
、
先
輩
、
同
僚
、
後
輩
と
家
族
の

支
え
の
お
蔭
と
改
め
て
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
健
康
に
留
意
し
て
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
受

章
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

太
お お た

田 良
よ し お

雄 さん
元 特定郵便局長

（88 歳・大国玉地区）

◆
瑞ず

い
ほ
う宝
双そ

う
こ
う
し
ょ
う

光
章

高
齢
者
叙
勲
が
内
閣
府
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

叙
勲
の
受
章

　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

職
員
課

■
職
員
課
長
／
斎さ

い
と
う藤 

学
ま
な
ぶ（
南
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）

建
設
課

■
主
査
／
五い

が

ら

し

十
嵐
貴た

か
ひ
ろ裕（
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
）

都
市
整
備
課

■
主
任
／
石い

し
か
わ川
裕ひ

ろ
あ
き昭（
国
保
年
金
課
）

■
副
主
査
／
古こ

う

た

宇
田
み
ゆ
き
（
農
業
委
員

会
事
務
局
）

桜
川
市
職
員
の

人
事
異
動
を
発
令

　

１
月
１
日
付
で
市
職
員
の
人
事
異
動

を
発
令
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

（　

）
内
は
前
所
属

南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
／
太お

お

た田 

操
み
さ
お（
職
員
課
）

生
涯
学
習
課

■
伝
承
館
グ
ル
ー
プ
長
／
君き

み
じ
ま島

真ま

り

こ

理
子

■
主
査
／
安や

す

だ田
ひ
と
み

■
副
主
査
／
大お

お
た
け武
妙た

え

こ子
（
会
計
課
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
グ
ル
ー
プ
長
／
市い

ち
む
ら村

雅ま
さ
か
ず一（

建
設
課
）

■
農
業
委
員
会
グ
ル
ー
プ
長
／
太お

お

た田
昇の

り

こ子

（
生
涯
学
習
課
）

桜
川
市
き
ら
り
健
康
プ
ラ
ン（
案
）

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
実
施
結
果

　

桜
川
市
き
ら
り
健
康
プ
ラ
ン（
健
康

増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
・
歯
科
保

健
計
画
）（
案
）
に
つ
い
て
、
平
成
25
年

12
月
10
日
～
平
成
26

年
１
月
10
日
ま
で
の

間
、
意
見
の
募
集
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
意

見
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課（
☎
０
２
９
６

-

75-

３

１

５

９

直

通
、

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

市
長
公
室

建
設
部

会
計
課

教
育
委
員
会

行

政

情

報
市の動き

農
業
委
員
会
事
務
局

4



新たに協定を交わした事業所の皆様
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表１ 県西総合病院診療実績の推移 表 2 県西総合病院医療従事者の状況

項目

年度

許　可
病床数

稼　働
病床数

入院患者数 
（１日平均）

外来患者数 
（日平均）

病床利用率（％） 項目

年度
総数 医師

医　療 
技術員

看護
師

準看 
護師

事務 
職員

その他
許可病床 稼動病床

H18 303 283 205.0 421.6 67.7 72.4 H18 314 29 41 146 20 48 30 

H19 303 264 162.6 389.3 53.7 61.6 H19 298 23 39 140 17 46 33 

H20 303 192 121.7 343.2 40.2 63.4 H20 287 20 38 139 15 46 29 

H21 299 167 129.2 342.2 43.2 77.4 H21 249 19 35 116 16 35 28 

H22 299 167 127.8 331.7 42.7 76.5 H22 247 18 34 119 13 36 27 

H23 299 167 123.1 322.5 41.2 73.7 H23 251 20 36 120 10 37 28 

H24 299 167 121.4 317.6 40.6 72.7 H24 245 18 38 117 9 35 28 

■
現
在
の
取
組
状
況

◆
地
域
医
療
再
生
計
画
事
業
の
延

長
に
つ
い
て

　

両
市
の
合
意
に
基
づ
き
、
茨
城

県
が
国
に
期
限
延
長
を
申
請
し
て

い
ま
し
た
が
、
12
月
26
日
付
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
桜
川
市
議
会
で
の
検
討
状
況

　

１
月
24
日
、
桜
川
市
議
会
臨
時

会
に
お
い
て
、
新
中
核
病
院
建
設

に
係
る
筑
西
市
へ
の
負
担
金
９
０
０

万
円
と
、
『
県
西
総
合
病
院
存
続

に
関
す
る
決
議
』
が
出
席
議
員
の

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　

現
在
推
進
し
て
い
る
新
中
核
病

院
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

桜
川
市
お
よ
び
筑
西
市
の
地
域
の

医
療
を
取
り
巻
く
現
状
や
将
来
を

見
据
え
た
、
持
続
可
能
な
医
療
提

供
体
制
の
確
保
を
実
現
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

新
中
核
病
院
整
備
や
県
西
総
合

病
院
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
域

全
体
で
の
医
療
提
供
の
あ
り
方
、

病
院
経
営
、
医
師
招

し
ょ
う
へ
い

聘
、
市
の
財

政
負
担
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
桜

川
市
議
会
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が

　

平
成
25
年
12
月
10
日
、
岩
瀬
中

央
公
民
館
で
、
桜
川
市
高
齢
者
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
調
印
式

お
よ
び
事
業
報
告
会
が
開
催
さ

れ
、
新
た
に
協
力
が
得
ら
れ
た
17

の
介
護
関
係
事
業
所
と
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
関
係
機
関
・
協
力
事
業

所
の
皆
様
と
協
力
し
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
年
間
活
動
状
況
の
報
告

　

年
間
の
活
動
状
況
は
、
協
力
事

業
所
な
ど
か
ら
、
新
聞
が
た
ま
っ

て
い
る
・
家
の
鍵
が
閉
ま
っ
て
い

る
な
ど
高
齢
者
の
異
変
に
関
す
る

ら
、
筑
西
市
、
茨
城
県
と
再
生
交

付
金
の
活
用
可
能
性
も
含
め
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
参
考
】
地
域
医
療
の
現
状

　

表
１
、
表
２
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
医
師
数
の
減
少
に
伴
い
、
受

け
入
れ
ら
れ
る
外
来
・
入
院
患
者

も
減
少
し
て
い
ま
す
。
患
者
数
の

減
少
は
医
療
収
益
の
減
収
に
つ
な

が
り
、
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
医
師
や
医
療

従
事
者
の
減
少
は
、
診
療
体
制
に

も
大
き
く
影
響
し
、
医
師
を
は
じ

め
医
療
従
事
者
の
負
担
増
に
な
る

と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
な
問
題
と
し
て
、
医
師

数
が
減
少
し
た
原
因
は
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
一
般
的
に
は
研
修
医
制

度
改
革
に
端
を
発
し
た
特
定
の
地

域
や
病
院
へ
の
偏
在
、
医
療
の
高

度
化
・
専
門
化
な
ど
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
数

の
減
少
に
よ
り
医
師
を
は
じ
め
と

し
た
医
療
従
事
者
の
負
担
増
も
医

者
離
れ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

近
年
は
、
休
日
や
夜
間
の
安
易

な
受
診
に
よ
る
医
師
や
医
療
従
事

者
の
負
担
増
、
さ
ら
に
は
救
急
車

利
用
の
約
４
割（
筑
西
広
域
管
内
）

が
軽
症
患
者
で
あ
り
、
限
ら
れ
た

医
療
資
源
の
中
、
真
に
医
療
を
必

要
と
す
る
患
者
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
と
い
う
問
題
な
ど
も
あ
り
、

患
者
側
の
意
識
改
革
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

■�
問
合
先
／
企
画
課（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
２
７
２
）

新
中
核
病
院 

情
報

情
報
提
供
が
７
件
あ
り
、
市
で
速

や
か
に
訪
問
や
連
絡
・
調
整
を
行

い
安
否
確
認
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
署
か
ら
行
方
不
明

者
の
早
期
発
見
へ
の
協
力
依
頼
が

あ
り
、
市
か
ら
協
力
事
業
所
に
情

報
提
供
を
し
ま
し
た
。

　

夏
の
猛
暑
時
に
は
、
熱
中
症
予

防
に
つ
い
て
啓
発
活
動
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桜
川
市
認
知
症
介
護
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
の
皆
様
に
よ
る
認

知
症
の
方
へ
の
理
解
や
正
し
い
接

し
方
に
つ
い
て
、
寸
劇
を
交
え
た

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

■
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
所
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成

　

協
力
事
業
所
の
皆
様
に
は
、
事

業
所
の
出
入
口

や
社
用
車
な
ど

に
貼
付
し
て
活

用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課 

高
齢

福
祉
グ
ル
ー
プ
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
８
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）

桜
川
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

新
た
に
17
事
業
所
と
協
定
締
結
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平
成
25
年
12
月
７
日
、
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
に
お
い
て
、
青
少
年
育
成
桜

川
市
民
会
議
主
催
の
「
第
８
回
桜
川
市
青
少
年
の

主
張
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、

青
少
年
が
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
を

社
会
に
訴
え
、
地
域
の
大
人
が
子
ど
も
た
ち
の
願

い
や
意
見
を
く
み
取
り
、
青
少
年
育
成
活
動
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
市
内
の
各
小
・
中
・
高
校
か
ら
選
抜
さ

れ
た
児
童
・
生
徒
19
人
が
「
地
球
と
共
存
し
て
い

く
た
め
に
」、
「
夢
を
か
な
え
る
た
め
の
３
つ
の
こ

と
」、
「
挑
戦
す
る
心
」
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
で
そ

れ
ぞ
れ
の
主
張
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
10
月
13
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
た

｢

茨
城
新
聞
社
杯
第
16
回

茨
城
県
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会｣

で
、
岩
瀬

ド
ッ
ジ
ス
タ
ー
ズ
が
ベ
ス
ト
４
に
な
り
、
上
位
４

チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
関
東
大
会
へ
、
結
成
し
て

か
ら
初
め
て
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
、
県
内
か
ら
小
学
３
年
～
６
年
生

で
構
成
さ
れ
た
30
チ
ー
ム
が
参
加
。
同
チ
ー
ム
は

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
５
試
合
を
戦
い
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
小お

野の

寺で
ら

輝き

い

す司
さ
ん
は
、｢

チ
ー
ム

の
一
人
ひ
と
り
が
全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
全
員
ド
ッ
ジ
を
合
言
葉
に
試
合

に
の
ぞ
ん
で
い
き
ま
す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
11
月
20
日
、
岩
瀬
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会

（
鈴す

ず

木き

勝
ま
さ
る

会
長
）
か
ら
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
の
学
力
向
上
の
一
助
と
し
て
教
育
教
材
の
購

入
な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
市
教
育
委
員
会

に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
連
合
会
が
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」

で
開
催
し
た
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
と
と
も
に
開
催
し

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
文
化
祭
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
会
員
か
ら
の
募
金
を
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
12
月
８
日
、
下
泉
地
区
の
集
会
所
で

「
大
飯
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

約
５
０
０
年
続
く
こ
の
伝
統
行
事
は
、
地
元
の

鹿
島
神
社
の
氏
子
た
ち
が
集
ま
り
、
作
物
の
実
り

へ
の
感
謝
と
健
康
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
お
椀
に
高
く
盛
ら
れ
た
７
合
の
ご
飯

を
氏
子
た
ち
が
食
べ
合
い
、
途
中
で
「
今
浜
さ
ま
」

と
呼
ば
れ
る
神
様
が
、“
も
っ
と
食
べ
ろ
”と
ご
飯
を

進
め
て
回
り
ま
し
た
。

　

同
地
区
の
仁に

平へ
い

俊と
し

夫お

区
長
は
、「
数
年
前
ま
で

は
、
当
家
の
家
で
祝
っ
て
い
た
こ
の
伝
統
の
あ
る

お
祭
り
を
絶
や
す
事
な
く
続
け
て
行
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
11
月
24
日
、
上
野
沼
や
す
ら
ぎ
の
里

を
会
場
に

｢

森
コ
ミ
い
ち｣

が
開
催
さ
れ
、
自
然

の
中
で
作
り
手
や
来
客
者
が
巡
り
合
い
、
交
流
を

深
め
よ
う
と
大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
北
関
東
３
県
を
結
ぶ
北
関

東
自
動
車
道
桜
川
筑
西
Ｉ
Ｃ
と
国
道
50
号
線
が
直

結
す
る
場
所
で
行
い
、
ま
ち
を
元
気
に
し
て
地
域

間
交
流
を
図
る
た
め
に
企
画
・
運
営
さ
れ
た
も
の

で
、
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
県
か
ら
約
80
店
が
出
店
。

　

会
場
に
は
、
革
製
品
や
手
作
り
雑
貨
、
農
産
物

の
展
示
販
売
、
い
わ
せ
蕎
麦
の
会
の
新
そ
ば
祭
り
、

真
壁
高
校
生
の
加
工
品
な
ど
の
販
売
、
美
味
し
い

フ
ー
ド
な
ど
、数
多
く
の
「
い
ち
」
が
並
び
ま
し
た
。

　

Ｊじ

ゃ

い

か

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
青
年
海
外
協
力
隊
の
一
員
と
し
て
、

エ
ジ
プ
ト
に
２
年
間
派
遣
さ
れ
て
い
た
黒
崎
久
美
子

さ
ん（
岩
瀬
地
区
）が
、
現
地
で
の
任
務
を
終
え
、
平

成
25
年
６
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

着
任
中
に
黒
崎
さ
ん
は
、
現
地
で
は
一
般
的
で
は

な
い
「
遊
び
か
ら
学
ぶ
保
育
」
を
取
り
入
れ
よ
う
と
、

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
定
期
的
に
行
っ
た
り
、
教
材
製
作

方
法
を
ま
と
め
た
冊
子
を
作
成
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

黒
崎
さ
ん
は
、「“
遊
び
か
ら
学
ぶ
保
育
”が
定
着

し
て
い
く
に
つ
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
明
る

く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
」
と
現

地
で
の
活
動
を
話
し
、
帰
国
後
の
現
在
も
保
育
活

動
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
11
月
25
日
、
社
会
福
祉
法
人
上
の
原

学
園
か
ら
、
台
風
の
被
害
を
は
じ
め
と
す
る
自
然

災
害
時
の
災
害
対
策
の
義
援
金
と
し
て
市
に
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
学
園
が
地
域
交
流
を
目
的
と
し

て
、
農
場
仕
事
で
採
れ
た
農
産
物
を
無
料
で
提
供

す
る
「
う
ま
か
っ
ぺ
祭
り
」
に
よ
り
、
バ
ザ
ー
品

販
売
や
抽
選
会
な
ど
を
実
施
。
そ
の
売
上
金
を
寄

付
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

同
学
園
は
、
「
昨
年
は
台
風
や
大
雨
の
被
害
に

よ
り
、
浸
水
被
害
や
農
業
施
設
の
破
損
な
ど
の
災

害
が
発
生
し
た
と
の
こ
と
で
、
少
し
で
も
お
役
に

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
12
月
14
日
、
県
産
業
廃
棄
物
協
会
県

西
支
部
主
催
の
「
筑
波
山
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作

戦
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
筑
波
山
周
辺
で
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃

棄
物
な
ど
を
撤
去
し
、
環
境
や
景
観
を
良
く
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
同
協
会
加
盟
企
業
や
大
塚
市
長
、
市

職
員
な
ど
約
60
人
が
参
加
。
薬
王
院
周
辺
や
湯
袋

峠
の
県
道
沿
い
な
ど
に
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
た
大

型
の
廃
棄
物
や
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
計

１
．３
ト
ン
を
回
収
し
ま
し
た
。
同
大
作
戦
は
今
年

５
回
目
で
、
こ
れ
ま
で
の
不
法
投
棄
の
総
回
収
量

は
約
10
ト
ン
に
も
上
り
ま
し
た
。

青
少
年
の
主
張
大
会
で
、

小
・
中
・
高
校
生 

熱
い
思
い
語
る
！

岩
瀬
ド
ッ
ジ
ス
タ
ー
ズ

茨
城
新
聞
社
杯
で
ベ
ス
ト
４

岩
瀬
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
か
ら

市
教
育
委
員
会
に
寄
付

７
合
の
ご
飯
を
食
べ
合
う

「
大お

お

飯め

し

祭
り
」

晩
秋
の
森
に
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
と
た
く

さ
ん
の
お
店
が
集
ま
っ
た｢

森
コ
ミ
い
ち｣

エ
ジ
プ
ト
か
ら
帰
国　

青
年
海
外
協
力

隊
の
黒く

ろ

崎さ
き

久く

美み

子こ

さ
ん

上
の
原
学
園
「
う
ま
か
っ
ぺ
祭
り
」
か
ら

市
の
災
害
対
策
な
ど
へ
寄
付

不
法
投
棄
撤
去

「
筑
波
山
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」

青
少
年
の
主
張
を
発
表
し
た
児
童
・
生
徒
た
ち

と
青
少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議
役
員
の
皆
さ

ん茨
城
新
聞
社
杯
ベ
ス
ト
４
で
関
東
大
会
初
出

場
を
決
め
た
「
岩
瀬
ド
ッ
ジ
ス
タ
ー
ズ
」
の
皆

さ
ん

岩
瀬
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
の
鈴
木
勝
会
長（
写
真

左
）か
ら
、
大
塚
市
長（
写
真
右
か
ら
２
人
目
）

へ
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

氏
子
た
ち
に
、
高
く
盛
ら
れ
た
７
合
の
ご
飯
を

も
っ
と
食
べ
ろ
と
進
め
て
回
る「
今
浜
さ
ま
」

森
と
水
辺
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
公
園
で
、

作
り
手
と
使
い
手
が
交
流
す
る
に
ぎ
わ
い
の

「
市い

ち

」の
様
子

子
ど
も
た
ち
と
「
運
動
遊
び
」の
一
つ
、ゴ
ム
飛

び
を
す
る
黒
崎
久
美
子
さ
ん
（
写
真
中
央
）

上
の
原
学
園
の
小こ

松ま
つ

嵜ざ
き

直な
お

起き

副
施
設
長（
写
真
中
央
右

側
）か
ら
、市
の
災
害
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
大
塚

市
長（
写
真
中
央
）に
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

１
．３
ト
ン
の
不
法
投
棄
物
撤
去
作
業
を
行
っ

た
皆
さ
ん

Town Newsまちの話題
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２月納期の
税・保険料

　税・保険料は納期内に納
めるようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度
をご利用ください。

固定資産税　　　 ４期
国民健康保険税　  ８期
後期高齢者医療保険料 ８期
介護保険料　　　 ６期

納期限／２月２８日（金）

http://www.yanagida-dc.com
桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296-76-3700

■診療時間／午前9：00～12：30
　　　　　　午後2：30～  7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日
　　　歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料19,800円～）

歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 1歯20万円～）

床　矯　正
（自由診療 9万円～）房総勝浦の旅

平成26年４月30日まで出発（※催行人員30名）

19,800円～28,300円旅行 
代金 

観光庁長官登録旅行業・第1293号/国内旅行業務取扱管理者 塚原洋行 

勝浦ホテル三日月

関鉄観光㈱下館営業所 ☎0296-22-5567

鋸山360°の大パノラマ！
鴨川シーワールド

桜川市真壁町桜井765-2

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所

さくらがわ　2014.2.1さくらがわ　2014.2.1

介
護
長
寿
課

介
護
認
定
調
査
員

■
募
集
人
員
／
１
名

■
業
務
内
容
／
介
護
認
定
申
請
者

宅
や
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
身
体

状
況
な
ど
を
調
査
し
て
、
調
査
記

録
を
作
成
す
る
業
務
等（
県
主
催

研
修
会
を
受
講
し
認
定
調
査
員
証

桜川市の放射線量
測定日
（天気）

測定時間

９時 12時 15時

1/6（晴） 0.057 0.057 0.057

1/14（晴） 0.056 0.055 0.055

1/20（晴） 0.055 0.055 0.055

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
m（
毎
週
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に

害
の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が

放
射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表

す
単
位

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎
58
-

５
１
１
１
・
75
-
３
１
１
１
代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
の
測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　市民の皆様の声を行政に反映す
るために、市長と語り合ってみま
せんか。話題はなんでも結構です。
　なお、市長は職務上、急な用務
が入る場合がありますので、その
場合は副市長などが対応すること
になります。
　お手数でも事前（前日）にお問い
合わせください。
■日時／２月24日（月）
   ９時～12時・13時～16時
■ 場所／市役所 大和庁舎
■ 問 合 先 ／ 秘 書 広 報 課（ ☎ 58-

5111・75-3111 代表）
※  次回／３月24日（月）は、市役所

岩瀬庁舎で、「市民の日」を開催
します。

市長と語ろう!
「市民の日」

を
取
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
応
募
資
格
／
保
健
師
、
看
護
師

（
准
も
可
）
ま
た
は
介
護
支
援
専

門
員
の
資
格
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
の
で
き
る
方

■
報
酬
／
日
給
９
，
０
０
０
円

介
護
支
援
専
門
員

■
募
集
人
員
／
１
名

■
業
務
内
容
／
介
護
認
定
要
支
援

者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
業
務
等

■
応
募
資
格
／
介
護
支
援
専
門
員

の
資
格
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
で
き
る
方

■
報
酬
／
日
給
９
，
３
０
０
円

共
通
事
項

■
任
用
期
間
／
平
成
26
年
４
月
１

日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

■
勤
務
場
所
／
介
護
長
寿
課
（
岩

瀬
庁
舎
）

■
勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
17
時

15
分

■
休
日
／
土
・
日
、
祝
日
、
年
末

年
始

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
持
参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
２
月
21
日
（
金
）
必

着■
問
合
せ
・
申
込
先
／
介
護
長

寿
課
（
〒
３
０
９-

１
２
９
２ 

桜

川
市
岩
瀬
64-
２ 

☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
８
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　

●
　

●
　

●
　

●

坂
戸
幼
稚
園
・
ま
か
べ
幼
稚
園

■
募
集
人
数
／
教
育
補
助
員
２
名

■
任
用
期
間
／
平
成
26
年
４
月
１

日
～
平
成
27
年
３
月
31
日

■
勤
務
内
容
／
幼
稚
園
教
諭
の
補

助
お
よ
び
個
別
に
支
援
を
要
す
る

園
児
の
身
辺
自
立
や
安
全
確
保
な

ど
の
補
助

■
勤
務
場
所
／
坂
戸
幼
稚
園
１

名
、
ま
か
べ
幼
稚
園
１
名

■
勤
務
日
時
／
幼
稚
園
保
育
日

（
９
時
～
15
時
）

■
報
酬
／
時
給 

９
３
０
円

■
通
勤
手
当
／
１
日
１
０
０
円

（
片
道
２
㎞
以
上
の
場
合
）

■
応
募
資
格
／
特
別
支
援
教
育
に

理
解
が
あ
り
幼
稚
園
教
諭
の
資
格

を
有
す
る
方

■
申
込
方
法
／
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
を
勤
務
し
た
い
幼
稚
園
に
持

参
ま
た
は
郵
送

■
申
込
期
限
／
２
月
21
日
（
金
）
必

着■
問
合
せ
・
申
込
先
／
坂
戸
幼

稚
園
（
〒
３
０
９-

１
２
２
１ 

桜
川
市
西
飯
岡
５
５
８-

１ 

☎

０
２
９
６-

75-

２
１
４
９
）、

ま
か
べ
幼
稚
園
（
〒
３
０
０-

４
４
０
５ 

桜
川
市
真
壁
町
桜

井
８
４
８ 

☎
０
２
９
６-

55-

３
５
５
５
）

●
　

●
　

●
　

●
　

●水
道
課

　

み
な
さ
ん
の
宅
内
に
あ
る
水
道

管
（
給
水
管
）
か
ら
の
漏
水
で
、
水

道
料
金
が
高
額
に
な
る
ケ
ー
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

給
水
管
は
、
水
道
使
用
者
の
所

有
物
で
あ
り
、
使
用
者
の
責
任
の

も
と
管
理
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
漏
水
時
の
水
道
料
金
・

修
理
費
は
、
使
用
者
の
負
担
に
な

り
ま
す
の
で
漏
水
防
止
の
た
め
、

時
々
水
道
メ
ー
タ
ー
を
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

■
漏
水
の
調
べ
方
・
対
策

・ 

水
道
の
蛇
口
を
全
部
締
め
て
、

水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

を
確
認
し
ま
す
。

・ 

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
る
と
、

漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
市
指
定
の
水
道
事
業
者
に
連

絡
し
て
、
調
査
修
理
し
て
く
だ

さ
い
。

・ 

凍
結
防
止
の
た
め
、
量
水
器
内

を
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
布
な
ど

で
保
温
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

■

問

合

先

／

水

道

課（
☎

０
２
９
６-

55-

３
１
１
２
直

通
、

☎
58-

５

１

１

１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

茨
城
県
河
川
課 

　

霞
ヶ
浦
圏
域
の
県
が
管
理
し
て

い
る
河
川
を
対
象
に
、
河
川
整
備

計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
計
画

に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
計
画
の
原
案
を
公
表
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
の
う
え

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
期
間
／
２
月
14
日
（
金
）
～

28
日
（
金
）（
土
・
日
は
除
く
。）

■
縦
覧
場
所
／
桜
川
市
建
設
課

（
大
和
庁
舎
）・
筑
西
土
木
事
務
所

※
茨
城
県
河
川
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
原
案
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
建
設
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）、
筑
西
土
木
事
務
所 

河

川
整
備
課
（
☎
０
２
９
６-

24-

９
２
７
５
）

●
　

●
　

●
　

●
　

●

茨
城
県
公
共
交
通
活
性
化
会
議
事
務
局

　

「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら

き
～
マ
イ
カ
ー
利
用
を
控
え
る
日

～
」
を
実
施
し
ま
す
。
マ
イ
カ
ー

に
依
存
し
た
暮
ら
し
を
見
直
す

き
っ
か
け
と
し
て
、
一
緒
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
／
２
月
１

日
（
土
）
～
３
月
１
日
（
土
）

■
県
内
一
斉
取
組
日
／
２
月
14
日

（
金
）

■
問
合
先
／
茨
城
県
企
画
部
企

画
課
交
通
対
策
室
（
☎
０
２
９-

３
０
１-

２
５
３
６
）

　

下
館
税
務
署

　

所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与

税
の
申
告
会
場
を
設
置
し
ま
す
。

■
会
場
／
ス
ピ
カ
ビ
ル
６
階
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

■
期
間
／
２
月
17
日（
月
）
～
３
月

17
日（
月
）（
土
・
日
を
除
き
ま
す
。）

※
ス
ピ
カ
申
告
会
場
の
開
設
期
間

中
は
、
下
館
税
務
署
庁
舎
で
は
申

告
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
時
間
／
〈
受
付
〉
８
時
30
分
～
16

時
、
〈
相
談
〉
９
時
～
17
時

※
会
場
が
混
雑
し
て
い
る
場
合

は
、
受
付
を
早
め
に
締
め
切
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
下
館
税
務
署
（
☎

０
２
９
６-

24-

２
１
２
１
）

「
霞
ヶ
浦
圏
域
河
川
整
備
計
画
」

へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

介
護
関
係 

臨
時
職
員
募
集

～
漏
水
防
止
の
た
め
に
～

下
館
税
務
署
か
ら
確
定
申
告

の
お
知
ら
せ

「
い
ば
ら
き
公
共
交
通
利
用
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し

ま
す
！

募　

集

幼
稚
園
教
育
補
助
員 

募
集

税

パイロット
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健康ガイド
《問合先》  健康推進課
　　　　  ☎0 2 9 6 -75 - 315 9（直通）
　　　　  ☎58-5111・75-3111（代表）

月分3

３/30日

料金には、朝・昼食代、税金、パーティ費、参加費を含みます
参加費 お一人様1,500円（税込）

参加費 お一人様1,500円（税込）

参加費 お一人様2,000円（税込）

２月11日（火） バレンタイン杯
２月27日（木） きさらぎ杯

セルフ 13,000円
セルフ 10,000円

２月14日（金） バレンタインコンペ

　  16日（日） 月例オープン大会

　  26日（水） 月刊パークゴルフ新聞杯

筑西市茂田 ザ・ヒロサワ・シティ TEL.0296（20）1111

２月のセルフデー

お一人様5,200円回り放題（昼食なし）

３（月）・７（金）・10（月）・14（金）・
17（月）・21（金）・24（月）・28（金）

下館ゴルフ倶楽部
筑西市茂田 ザ・ヒロサワ・シティ TEL.0296（22）4189
下館パークゴルフ場

筑西市茂田 ザ・ヒロサワ・シティ TEL.0296（23）1220
つくば歯科衛生専門学校

就職氷河期に、

求人が20倍!歯科衛生士
体 験入学

学校見学・受験相談は、ご希望に
会わせて実施します。

☎0296‐22‐4380コンドー楽器

開催日時
3/14(金)・22(土)・24(月)・28(金) 10:00
3/14(金)・22(土)・24(月)・28(金) 11:00
3/ 8(土) 10:00、14(金) 14:30
  22(土) 13:00、29(土) 15:00
3/ 8(土) ・14(金) 15:00
  22(土) ・29(土) 14:00
3/ 8(土) 14:00、14(金) 15:30
  20(木)・22(土) 15:00

　  対象年齢
H24.4～25.3生
H23.4～24.3生
H22.4～23.3生

H20.4～22.3生

小学生1年生以上

コース
おとのおもちゃばこ
赤りんごコース
おんがくなかよし

幼児科

ＪＳ基礎コース

火曜定休

無料体験レッスン

※「下館駅南センター」が会場です。事前にお申し込みください。

勉強がらくになるのは公文式!
はじめよう！

真壁中央・十里・明野ピース・スフィア教室

真壁中央：桜川市真壁町田52-4

ぜひ一度、

 教室を見に

  来て下さい
。

乳幼児教室
小学生教室
中学生教室
高校生教室

代表0296-57-2969
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岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
25
・
３
月
生

・
日
程
／
３
月
24
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・ 

対
象
／
Ｈ
23
・
12
月
、
Ｈ
24
・

１
月
生

・
日
程
／
３
月
14
日
（
金
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ

■
３
歳
児
健
診

・ 

対
象
／
Ｈ
22
・
12
月
、
Ｈ
23
・

１
月
生

・
日
程
／
３
月
４
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、

目
と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
25
・
10
月
、
11
月
生

・
日
程
／
３
月
25
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

 

真
壁
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・ 

対
象
／
Ｈ
25
・
１
月
、
２
月
、

３
月
生

・
日
程
／
３
月
26
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・ 

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
離
乳
食
教
室
（
要
予
約
）

・ 

対
象
／
生
後
５
～
10
か
月
児
の

保
護
者

・
日
程
／
３
月
５
日
（
水
）

・
会
場
／
大
和
中
央
公
民
館

・
受
付
時
間
／
10
時
～
12
時

・ 

持
参
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
ま

た
は
バ
ン
ダ
ナ
、
ス
リ
ッ
パ
、

ふ
き
ん
１
枚

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・ 

日
程
／
３
月
14
日
（
金
）、
26
日

（
水
）

・ 

会
場
／
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・ 

受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※
子
ど
も
の
計
測
、
離
乳
食
・
栄

養
相
談
希
望
者
は
、
要
予
約

■
３
月
17
日
（
月
）

・
会
場
／
市
役
所
大
和
庁
舎

・ 

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
・
13

時
～
15
時
30
分

■
３
月
28
日
（
金
）

・
会
場
／
市
役
所
真
壁
庁
舎

・ 

受
付
時
間
／
10
時
～
12
時
・
13

時
～
15
時
30
分

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア（
要
予
約
）

・ 

日
程
／
３
月
４
日
、
11
日
、
18

日
、
25
日
い
ず
れ
も
火
曜
日

・ 

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時

30
分

・ 

内
容
／
仲
間
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
３
月
20
日
（
木
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
14
時
～
15
時
30
分

・ 

内
容
／
精
神
科
医
師
が
担
当

し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

３
月
２
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
上
の
原
病
院

・ 

住
所
／
上
野
原
地
新
田
１
５
９

-

２

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
３
０
（
休
日
専
用
）

 

３
月
９
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
田
崎
内
科
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
田
２
６
８

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

２
５
１
１

 
３
月
16
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
山
王
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
42

乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

精
神
保
健

献
血

健
康
相
談

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

母
と
子
の
健
康
づ
く
り

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

０
６
０
０

 

３
月
21
日
（
金
）

・
医
療
機
関
名
／
塚
田
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
飯
塚
97-

１

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
８
５

 

３
月
23
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
平
島
病
院

・
住
所
／
岩
瀬
１
９
８

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

75-

２
５
１
０

 

３
月
30
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
大
塚
医
院

・
住
所
／
真
壁
町
亀
熊
１
９
０
０

・ 

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

55-

０
５
１
２

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合

は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
日
１
ｇ
の
減
塩
と
一
皿
の
野
菜
料
理
プ
ラ
ス

　

桜
川
市
は
高
血
圧
者
が
多
く
、

心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中
・
胃
が
ん
の

死
亡
率
が
他
県
と
比
べ
高
い
地
域

で
す
。

　

昨
年
10
月
、
日
本
の
伝
統
的
な

食
文
化『
和
食
』が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
人
に

な
じ
み
の
深
い
食
材
を
用
い
、
米

を
中
心
に
し
た
主
食
・
主
菜
・
副

菜
が
揃
っ
た
食
事
は
、
健
康
の
維

持
増
進
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
成
分
が

補
給
で
き
、
素
材
を
い
か
し
た
薄

口
の
味
付
け
や
繊
細
な
盛
り
つ
け

な
ど
の
ほ
か
、
箸
を
使
っ
て「
少

し
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
、
味
わ
っ
て

食
べ
る
」
こ
と
が
で
き
、
食
欲
と

体
重
の
調
節
機
能
に
つ
な
が
る
点

も
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
来
、
植
物
性
食
材
の
多
い
和

食
は
、
塩
分
を
摂
り
す
ぎ
な
け
れ

ば
高
血
圧
に
な
り
に
く
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
タ
ン
パ
ク
質
の
摂

取
が
十
分
な
ら
血
圧
は
上
が
り
に

く
い
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物
・

い
も
類
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム

は
、
体
内
の
余
分
な
塩
分
を
排は

い

泄せ
つ

す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
国
民
・
健
康
栄
養
調
査（
厚

生
労
働
省
）
で
は
、
あ
と
一
皿
分

の
野
菜（
約
70
ｇ
）
が
不
足
し
て

い
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
の
で

す
。

　

野
菜
料
理
を
一
皿
プ
ラ
ス
す

る
、
調
味
料
を
か
け
す
ぎ
な
い
、

外
食
や
惣
菜
の
食
品
表
示
を
確

認
す
る
な
ど
の
日
々
の
習
慣
が
、

心
筋
梗
塞
、
脳
卒
中
や
胃
が
ん

な
ど
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

３
月
に「
桜
川
市
き
ら
り
健
康

プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
年
代
ご

と
の
健
康
づ
く
り
取
り
組
み
目

標
を
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
試
し
く

だ
さ
い
。

今
日
か
ら
始
め
よ
う
！

　

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
市
民
の

皆
様
の
健
康
づ
く
り
情
報
が
た
く

さ
ん
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
休
日
当
番

医
、
乳
幼
児
の
健
診
や
育
児
相
談

日
な
ど
が
載
っ
て
い
ま
す
。特
に
、

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
の
お
知
ら
せ
情
報
は
、
母

と
子
の
健
康
づ
く
り
、
子
ど
も
の

予
防
接
種
、こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
、

成
人
の
健
康
づ
く
り
、
桜
川
市
健

康
診
査
の
内
容
、
住
民
健
診
・
ミ

ニ
ド
ッ
ク
・
子
宮
が
ん
や
乳
が
ん

検
診
、
人
間
ド
ッ
ク
の
申
し
込
み

方
、
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と

き
、
市
内
の
医
療
機
関
の
一
覧
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は

３
月
17
日（
月
）
に
配
布
予
定
で

す
。

※
一
世
帯
１
冊
が
原
則
で
す
が
、

我
が
家
は
子
ど
も
の
世
帯
に
も
う

１
冊
別
に
と
い
う
ご
家
庭
は
、
総

合
窓
口
課（
真
壁
・
大
和
庁
舎
）ま

た
は
、
健
康
推
進
課（
岩
瀬
庁
舎
）

窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
９
直
通
、

☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表)

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
上
手
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
！
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成
人
式
「
桜
川
市
は
た
ち
の
集

い
」
が
、
１
月
12
日
に
大
和
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー「
シ
ト
ラ
ス
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
人
に
な
っ
た
こ
と

を
自
覚
し
、
社
会
の
一
員
と
し
て

責
任
を
も
っ
て
未
来
の
夢
に
向
か

っ
て
大
き
く
は
ば
た
こ
う
と
す
る

新
成
人
を
お
祝
い
す
る
も
の
で
、

市
の
新
成
人
は
、
男
性
２
９
６

人
、
女
性
２
４
３
人
の
計
５
３
９

人
で
し
た
。

　

当
日
は
、
４
４
０
人
が
式
に
参

加
し
、
市
長
式
辞
や
来
賓
祝
辞
の

ほ
か
、
新
成

人
の
誓
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
誓
い
で
は
、
実
行
委

員
代
表
の
大お

お
つ
か塚
晶あ

き

え絵
さ
ん
が
「
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
挑

戦
・
努
力
す
る
こ
と
が
社
会
へ
の

恩
返
し
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
、

地
域
の
方
、
先
生
、
友
人
た
ち
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
式

に
参
加
し
た
新
成
人
全
員
で
、
新

成
人
と
し
て
の
誓
い
を
唱
和
し
ま

し
た
。

　

新
春
恒
例
の
桜
川
市
消
防
団
出

初
式
が
、
１
月
13
日
に
大
和
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
で
、

市
消
防
団
・
消
防
署
な
ど
の
関
係

者
約
５
５
０
人
と
消
防
ポ
ン
プ
車

36
台
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
塚
市
長
の
式
辞

の
後
、
消
防
庁
長
官
の
表
彰
伝
達

並
び
に
永
年
勤
続
章
な
ど
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
桜
川
市
の
消
防
・
防

災
に
献
身
的
な
活
躍
を
し
て
き
た

消
防
団
員
を
称
え
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
皆み

な
か
わ川
消
防
団
長
が

「
我
々
消
防
団
は
、
日
頃
か
ら
防

火
・
防
災
思
想
の
普
及
を
図
る
と

共
に
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が
日
々

の
訓
練
を
重
ね
、
一
致
団
結
し
て

市
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ

く
任
務
を
全
う
す
る
覚
悟
で
す
」

と
、
今
年
一
年
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
勇
壮
な
分
列
行
進
と

地
域
の
安
全
を
祈
願
し
た
一
斉
放

水
が
、
上
野
沼（
岩
瀬
地
区
）
・
精

進
沼
（
大
和
地
区
）・
つ
く
し
湖
（
真

壁
地
区
）
の
三
か
所
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
と

　

防
災
へ
の

　
　

誓
い
も
新
た
に

桜
川
市
消
防
団 

出
初
式

成
人
の
自
覚
を

　

持
っ
て
未
来
へ

桜
川
市
は
た
ち
の
集
い

皆川消防団長を筆頭に、37分団が決意を新たに

しました。

式典最後には、関係者および消防車両が参加し

て勇壮な分列行進が行われました。

「桜川市はたちの集い」に４４０人が参加しました。

実行委員代表として誓いの言葉を話した（写真右か

ら）大塚晶絵さん、岩
いわぶち

渕智
ともひさ

久さん、片
かたおか

岡駿
しゅんぺい

平さん

弁護士法人

茨城県弁護士会所属　弁護士　萩原慎二
  　弁護士　鈴木　元
  　弁護士　野田幹子

萩原総合法律事務所

☎0296-48-8875
筑西市乙828番3 SATOHビル2階 （JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金 9：00～12：00、 13：00～17：30）

『交通事故・相続・離婚など』 無料相談会開催のお知らせ
日　時：２月23日（日）　９：00～17：00
場　所：弁護士法人 萩原総合法律事務所
■予約制となります。 どなたでも無料でご相談いただけます。

毎週水曜日と金曜日は夜８時までご相談いただけます。土曜日の
相談（10時～16時）も始めました。どちらも予約制となります。
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市
民
力
の
ひ
な
ま
つ
り

　　

真
壁
に
ひ
な
ま
つ
り
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

12
年
前
、「
寒
い
中
、
真
壁
に
来

て
く
れ
た
人
を
も
て
な
そ
う
」
こ

の
一
言
か
ら
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り

は
始
ま
り
ま
し
た
。
計
画
も
な
く
、

会
も
な
く
、
お
金
も
な
い
と
い
う

ひ
な
ま
つ
り
で
し
た
が
、
地
域
の

皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
見
に
来
た

人
た
ち
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

ひ
な
ま
つ
り
は
回
を
重
ね
る
た

び
に
大
き
く
な
り
、
８
年
目
に
は

１
７
０
軒
を
超
え
る
家
々
で
お
雛

様
が
飾
ら
れ
、
街
は
和
や
か
に
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ひ
な
ま
つ
り
は
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
見
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
始
ま
り

は
ま
ち
づ
く
り
意
識
の
高
い
も
の

で
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
生
き

生
き
と
動
き
回
り
、
特
に
女
性
の

皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
よ
き
お
も

て
な
し
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
マ
ッ
プ
を

配
っ
た
り
道
案
内
を
し
た
り
と

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
市
民
の
皆
さ
ん

の
姿
が
ま
ち
づ
く
り
の
成
功
事
例

と
し
て
高
い
評
価
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。

　
「
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
で

ま
ち
を
よ
く
し
た
い
」
こ
の
よ
う

な
思
い
を
持
つ
人
が
増
え
れ
ば
、

ま
ち
は
元
気
に
な
り
ま
す
。
み
ん

な
の
力
で
元
気
な
桜
川
市
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

仕
事
も
家
庭
も
一
生
懸
命

　

平
成
25
年
12
月
22
日
、
大
和
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」

に
て
、
菊き

く

地ち

幸ゆ
き

夫お

弁
護
士（
テ
レ

ビ
「
行
列
の
で
き
る
法
律
相
談

所
」
な
ど
に
出
演
）を
講
師
に
迎

え
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の

講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
「
仕
事
も
家
庭
も

一
生
懸
命
～
出
会
い
の
人
生
か
ら

学
ん
だ
こ
と
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

同
氏
の
実
践
し
た
子
育
て
や
、
同

氏
に
相
談
の
あ
っ
た
事
例
を
交
え

な
が
ら
、
男
性
も
家
事
を
し
っ
か

り
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
わ
か
り

や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、
茨
城
県
女

性
プ
ラ
ザ
と
県
西
10
市
町
が
連
携

し
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は

市
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方
々
が

来
場
し
、
よ
き
学
び
と
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

観
光
客
に
道
案
内
を
す
る
桃
山
中
学
生
た
ち

身
振
り
手
振
り
を
交
え
講
演
す
る
菊
地
弁
護
士

vol.25

企
画
課
〈
統
計
・
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
〉

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
、
内
線
１
２
７
３
）

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

　

今
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
で
学
ん
だ「
桜
川
市
の
古
道
・

鎌
倉
街
道
」
を
歩
き
ま
す
。

■
日
時
／
３
月
23
日（
日
）、
10
時

～
12
時

■
集
合
場
所
／
岩
瀬
中
央
公
民
館

■
コ
ー
ス
／
青
木
地
区
の
足
利
橋

～
岩
瀬
駅
周
辺
～
上
城
地
区
の
橋

本
城
下

■
講
師
／
文
化
財
課
職
員

■
定
員
／
先
着
30
名

■
参
加
費
／
無
料

鎌
倉
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

「
桜
川
市
の
古
道
・
鎌
倉
街
道
」

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
文
化
財
課（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
２
２
）

江戸時代に置かれた鎌倉街道の道標（追分石）。「右
あふき（あおき）左あまびき、つくば」とあります。
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新 刊 介紹BOOK  REVIEW

大 和 中 央 公 民 館

岩 瀬 中 央 公 民 館

真壁伝承館 真壁図書館

貸
出
期
間▶

２
週
間（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間▶

９
時
〜
17
時

休
館
日▶

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先▶

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

貸
出
期
間▶

２
週
間（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間▶

９
時
〜
17
時

休
館
日▶

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先▶

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

貸
出
期
間▶

２
週
間（
資
料
合
計
：
１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間▶

平
日
10
時
〜
18
時
、
土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休
館
日▶

月
曜
日
・
祝
日

問
合
先▶

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

【今月のお薦め本】

【今月のお薦め本】

【今月のお薦め本】

アンパンマンのおはなしわくわく　１～１２話
やなせ　たかし　作・絵

彼サイズと自分サイズで編める　ふたりのニット
michiyo　著

ひなまつり　ルンルン　おんなのこの日！
たちもと　みちこ　絵／ますだ　ゆうこ　作

《児童図書》
ワイワイばたけはおおさわぎ	 つちだ　よしはる	作・絵
ますだくんとはじめてのせきかえ	 武田　美穂	作・絵
さよならチワオ	 	 	 なりゆき　わかこ	作／津金　愛子	絵
メイちゃんの執事　２０	 	 宮城　理子	作
かにのしょうばい		 	 新美　南吉	作／山口　マオ	絵
《一般図書》
生きる	 	 	 	 北野　　武	著
人生はニャンとかなる	 	 水野　敬也	著／長沼　直樹	著
慟哭の家		 	 	 江上　　剛	著
花の本	 	 	 	 雅　姫	著
まめねこ　あずきとだいず	 	 ねこまき (ミューズワーク )	著

《児童図書》
こたえはひとつだけ	 	 立原　えりか	作／みやこし　あきこ	絵
マンガで覚える元素周期	 	 元素周期研究会	編
たまごねえちゃん		 	 あきやま　ただし	作・絵
どんなかんじかなあ	 	 中山　千夏	文／和田　誠	絵
おふろのくまちゃん	 	 シャーリー ･パレントー文 /デイヴィット ･ウォーカー絵／福本　友美子	訳
《一般図書》
将棋を初めてやる人の本	 	 将棋をたのしむ会	編
ガンコロリン	 	 	 海堂　尊	著
我に秘薬あり　家康の天下取りと正倉院の名薬「紫雪」	山崎　光夫	著
母が認知症になってから考えたこと	 山登　敬之	著
体型を選ばないゆったり着こなす大人のニット	ＮＨＫ出版

《児童図書》
りかさん		 	 	 梨木　香歩	作	
なりたいものだらけ	 	 ジミー・リャオ	絵／ジェリー・スピネッリ	作
おなかのなかに　おにがいる	 西村　達馬	絵／小沢　孝子	作
だめだめママだめ！	 	 はまの　ゆか	絵／天野　慶	文
ちっちゃなトラックレッドくん	 みやにし　たつや	作・絵

《一般図書》
これでスッキリ　花粉症がみるみるよくなる62の対策	 福田　千晶	監修
作って楽しむ　つるし雛	 	 下田　美知子・森　幸枝	他	監修
お料理上手と思われる　持ちより＆さし入れレシピ２	 馬場　香織	著
子育てが楽になることばかけ　関わりことば26	 湯汲　英史	著
海と月の迷路	 	 	 大沢　在昌	著
壺中の回廊	 	 	 松井　今朝子	著
生きる事はおもしろい	 	 五木　寛之	著

介護のご相談は 

居宅介護支援事業所 

☎0296-20-6071 ☎0296-58-5058 

さくらがわ

入所・短期入所・ 
通所リハビリテーション 

内科・外科・消化器内科・
循環器科・呼吸器科・耳鼻咽喉科

介護老人保健施設 

☎0296-20-6071 
URL:http://www.douaikai.or.jp

さくらがわ 延島クリニック
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文
芸　

さ
く
ら
が
わ

〉〉〉おもちゃお売りください。

古物商許可・茨城県公安委員会　第４０１２２００００５１１号
お電話はお気軽に ☎090‐3040‐4115

ご不要なおもちゃ、 捨てる前にぜひお電話を！
こちらから、 お伺いいたします。
ご好評により、高めに買取りしております。

（仮）こどもブロック研究所　増田俊伸
桜川市大国玉2056-1　10時～19時（不定休）

ウルトラマン ・ 怪獣 ・ ブロック ・ 戦隊ヒーロー ・ リカちゃん人形 ・
仮面ライダー ・ 合体ロボット ・ LEGO ・ プラモデル ・ 本など・・・

曜日
時間

9：30～12：30
（受付は12：00まで）

14：30～19：00
（受付は18：30まで）

月  火  水  木  金  土  日

○  ○  休  ○  ○  　  休

○  ○  休  ○  ○  休  休

▼診察時間

※祝日のある週は、水曜診察致します。

パワーマート岩瀬店前
☎70-4618

ナ　   オ　　　   シ　   ロ　   イ　   ハ

とびた歯科クリニック

9：00

～

12：30

とびた歯科クリニック

 休  ○  ○  休  休

診察致します。

ニック 検索

さくらがわ　2014.2.1

【
大
和
俳
句
愛
好
会
】

五
輪
ま
で
生
き
る
つ
も
り
や
冬
の
ば
ら�

代
田　

と
し

農
一
途
主
婦
も
化
粧
の
お
元
日�

安
達　

幸
子

初
午
や
遥
か
な
母
の
し
も
つ
か
れ�
岩
渕
の
ぶ
子

俳
　
句

【
花
の
室
　
木
崎
集
】

ど
ん
よ
り
と
重
く
広
ご
る
雲
間
よ
り
片
足
の
虹
垂
れ

下
が
り
た
り�

塚
田　

沙
玲

〈
し
わ
と
し
わ
合
わ
せ
て
幸
せ
〉
唱
え
て
は
顔
を
合

わ
せ
て
厳
粛
な
夕
餉�

石
浜
今
日
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
か
け
て
ば
か
り
の
お
詫
び
で
す
夕

げ
の
お
膳
に
「
明
笑
輝
」
添
え�

大
久
保
ま
さ
子

清
々
し
元
旦
の
朝
に
撞
く
鐘
の
里
に
平
穏
無
事
あ
れ

か
し
と�

高
昌

雪
う
さ
ぎ
の
解
け
ゆ
く
気
配
に
泣
き
し
児
も
ひ
げ
の

穂
は
つ
か　

物
理
を
学
ぶ�

塩
谷　

明
子

季
節
ご
と
訪
お
と
な

ふ
鳥
の
数
多
く
人ひ

と

け気
寂
し
き
里
の
お
ご

り
か�

鈴
木　

と
み

検
診
は
月
に
一
度
の
老
夫
婦
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
今

日
は
貸
切
り�

塚
本　

幸
子

社
代
よ
り
味悧き

き
じ
ょ
こ

猪
口
受
け
る
朝
一
番
酒
ふ
く
む
時
心
は

満
ち
る�

西
岡　

和
子

短
　
歌

球
さ
ば
き
美
事
み
ご
と
と
拍
子
さ
れ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
朝
が
始
ま
る�

野
村　

幸
男

〈
苦
し
い
〉
の
一
言
さ
え
も
残
さ
ず
に
夫
は
逝
き
た

り
口
惜
し
く
寂
し�

深
谷　

快
子

【
岩
瀬
短
歌
会
】

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
黒
髪
の
少
女
の
ポ
ニ
ー
テ
ル
右

に
左
に
秋
風
を
切
る�

岡
野　

禮
子

奈
津
恵
さ
ん
み
ん
な
の
心
に
と
も
し
び
を
灯
し

て
あ
な
た
は
星
に
な
り
し
か
（
横
浜
踏
切
事
故
）

�

浜
野
和　

操

コ
ー
ヒ
ー
を
少
し
渋
め
に
淹
れ
て
の
む
言
い
た

き
事
を
咽

の
み
ど

に
止
め
て�

渡
辺
し
な
子

冷
気
去
れ
ど
霧
ら
ふ
小
沼
に
渡
ら
ざ
る
白
鳥
六

羽
寄
り
添
ひ
て
を
り�

小
林
美
瑳
子

通
販
の
オ
ー
ス
ト
リ
ッ
チ
ほ
め
あ
げ
て
メ
モ
を

と
ら
せ
る
魔
法
の
こ
と
ば�

泉　
　

三
郎

葦
の
間
を
あ
や
め
咲
く
な
り
川
風
に
の
り
来
る

囃
子
客
よ
せ
の
声�

大
関
に
ち
子

秋
海
棠
素
枯
れ
ゆ
き
つ
つ
茎
の
赤
あ
か
あ
ざ
あ

ざ
と
雨
に
打
た
れ
て�

五
月
女
静
江

薄
紅
の
さ
つ
き
二
花
返
り
咲
き
愛め

で
い
し
祖
母

の
忌
日
近
づ
く�

大
久
保
富
美
江

【
岩
瀬
萩
歌
会
】

白
内
障
の
手
術
後
に
広
辞
苑
の
小
さ
き
字
甦
る

如
み
ゆ�

大
関　

節
子

「
何
ご
と
も
忘
れ
て
眠
れ
よ
」
と
ふ
る
さ
と
へ
帰

り
来
き
子
に
背
を
撫
で
や
り
ぬ�

安
達
す
み
子

柚
子
う
か
ぶ
冬
至
の
湯
船
に
身
を
し
づ
め
し
ば

し
目
を
閉
ぢ
至
福
に
浸
る�

安
達　

悦
子

秋
去
り
て
寒
月
冴
ゆ
る
静
け
き
今
宵
帰
ら
ぬ
友

の
面
影
か
な
し�

角
田　

玉
枝

初
春
に
蝋
梅
の
花
香
る
ら
ん
花
芽
ふ
く
ら
む
寒

空
の
下も

と�

坪
井
ゆ
き
子

年
の
瀬
に
帰
宅
の
孫
は
卒
業
の
学
び
の
庭
も
あ

と
幾
月
ぞ�

長
谷
川
玲
子

枯
れ
し
野
に
す
す
き
の
銀
の
穂
ま
ぶ
し
く
も
見

る
だ
に
寒
し
山
里
わ
び
し�

石
川　

喜
代

【
桜
川 

歌
壇
の
会
】

人
住
ま
ぬ
庭
に
咲
き
た
る
白
菊
は
澄
み
切
っ
た

空
に
香
り
を
放
つ�

深
谷　

照
子

つ
く
ば
山
男
体
女
体
お
そ
ろ
い
で
晩
秋
か
ざ
る

衣
が
え
を
ま
ち�

佐
藤　

悦
子

詩う
た

作
り
散
歩
し
な
が
ら
遠
く
見
て
つ
く
ば
二
峰

に
冬
日
射
し
い
る�

榎
戸　

栄
子

故
里
の
訛
り
も
耳
に
な
つ
か
し
く
友
の
電
話
に

詩
の
浮
び
来�

中
澤　

一
紅

川
底
の
石
に
陽
光
煌
め
き
て
寒
々
と
し
て
魚
う

ご
め
く�

島　
　

杜
桃

風
邪
気
味
の
足
も
と
じ
わ
り
寒
さ
寄
る
今
日
は

立
冬
霜
白
く
し
て�

田
沼　

む
め

【
一
般
投
稿
】

青
空
に
純
白
の
色
鮮
や
か
に
姿
美
く
し
大
白
鳥

�

鈴
木　

省
一

15
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２月１日発行
【 表　紙 】
　“寒い中、真壁に来てくれた人をもてなそう”と始まっ
た「真壁のひなまつり」。２月４日（火）～３月３日（月）
まで開催されます。会期中は、商家や民家 160 軒余に、
江戸時代から現代までのひな人形や手作りのつるし雛な
ど特色ある飾り付けで来訪者たちを楽しませます。表紙
のひな人形は、約 300 年前に作られた享

きょうほ

保雛
びな

。面長な
顔に切れ長な目で、静かな表情をしているのが特長です。

おっきくなぁれ !

大お

お

か

わ川　

竜た

つ

や哉
ち
ゃ
ん（
写
真
中
央
）

  

平
成
20
年
10
月
３
日 

生
（
友
部
地
区
）

お
母
さ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
、
う

ち
の
な
か
が
明
る
く
な
り
ま
す
。

　
今
、
病
気
で
入
院
中
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
早
く
遊
び
た
い
み

た
い
で
す
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
の
笠
松
運
動
公

園
で
開
催
さ
れ
た「
平
成
25
年
度

第
30
回
記
念
茨
城
県
民
駅
伝
競
走

大
会（
７
区
間
21.

24
㎞
）」
市
町
村

対
抗
の
部
で
、
桜
川
市
チ
ー
ム
が

第
14
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
市
町
村
相
互
の

親
睦
を
図
り
、
茨
城
県
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
と
、
競
技
力
の
向
上
を
目

各
区
間
を
駆
け
抜
け
た
７
人
の
選
手
の
み

な
さ
ん
と
応
援
し
た
み
な
さ
ん

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

市
町
村
対
抗
の
部
に
は
、
19
市
町

村
か
ら
22
チ
ー
ム
、
２
５
６
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

桜
川
市
チ
ー
ム
は
、
選
手
一
丸

と
な
っ
て
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
、
見
事

に
ゴ
ー
ル
を
果
た
し
ま
し
た
。

※
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
監
督
】

　
蛯え

び
は
ら原　

正ま
さ
よ
し善

【
選
手
】

　

中な
か
が
わ川　

一か

ず

き樹
（
大
和
中
）

　

山や
ま
な
か中　

大た

い

が我
（
桃
山
中
）

　

佐さ

と

う藤　

春は

る

き喜
（
桃
山
中
）

　

齋さ
い
と
う藤　

留る

な菜
（
岩
瀬
東
中
）

　

細ほ

そ

や谷　

美み

く

う空
（
桜
川
中
）

　

中な

か

の野　

日ひ

な菜
（
岩
瀬
東
中
）

　

小こ
ば
や
し林　

瞳
ひ
と
み

（
桜
川
中
）

　

飯い

い

だ田　

真ま

さ

き基
（
つ
く
ば
秀
英
高
）

　

伊い

さ

か坂　

幸ゆ

き

え恵
（
岩
瀬
高
）

　

高た
か
ま
つ松　

優ゆ

り

な

莉
奈
（
岩
瀬
高
）

　

大お

お

き木　

学
ま
な
ぶ

（
千
葉
大
）

県
民
駅
伝
競
走
大
会
で

桜
川
市
が
健
闘

■
応
募
方
法
／
ペ
ー
ジ
左
下

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
必
要

事
項
を
送
付
す
る
か
、
ま
た

は
お
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
必
要
事
項
／
写
真（
お
子

さ
ん
だ
け
の
写
真
も
可
）、

保
護
者
の
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
、
お
子
さ
ん
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
生
年

月
日
、
保
護
者
か
ら
の
ひ
と

こ
と

■
応
募
先
／
秘
書
広
報
課

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

募集中
大お

お

か

わ川　

優ゆ

う

か花
ち
ゃ
ん（
写
真
左
）

  

平
成
15
年
12
月
４
日 

生

大お

お

か

わ川　

美み

さ

き咲
ち
ゃ
ん（
写
真
右
）

  

平
成
17
年
10
月
27
日 

生




